
〇具体的な活動指針 令和４年１０月７日制定

教育活動 研究活動 事務業務（附属病院を除く。） 課外活動 入構制限
（講義・演習，実験・実習・実技） （教員，大学院生，学部卒業研究） （事務職員，技術職員） （学生） （学生・大学院生）

0 注  意 0

1
要
注
意
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感染防止措置の上
・講義・演習の原則対面授業の実
施，状況により，遠隔授業の実施
可
・実験・実習・実技の実施

感染防止措置の上
・研究活動の継続
・セミナー等の実施

感染防止措置の上
・通常どおりの勤務

感染防止措置の上
・対面会議
・必要に応じてテレビ会議等へ移
行

・感染防止措置の上実施 ・感染防止に留意して，入構可

2
警
戒

2

感染防止措置の上
・講義・演習の実施（状況によ
り，複数教室を使用して同時配信
する，学生を２つに分けて隔週で
実施するなどの措置）
・実験・実習・実技の実施
・遠隔授業の実施可

感染防止措置の上
・研究活動の継続

感染防止措置の上
・通常どおりの勤務

感染防止措置の上
・原則として対面会議
・必要に応じてテレビ会議等へ移
行

・感染防止措置の上，活動は可 。
ただし，宿泊を伴う活動について
は申請の上，活動を許可。

・感染防止に留意して講義・演
習・実験・実習・実技，研究及び
許可を受けた課外活動のための入
構可

※国の緊急事態宣言や富山県の緊急事態措置等が発出されれば，それらを踏まえて活動レベルを決定するものとする。
※附属病院に勤務する教職員(事務部門を含む）は，診療活動及び地域医療活動に関してこの活動指針の適用を受けない。
※学内において感染が確認された場合，その状況に応じて休業措置（全学・キャンパス・部局）等を判断する。
※教育活動における期末試験（試験期間中の補講を含む。）の取扱いについては別に定める。
※附属病院，附属学校及び学外の施設を利用する実習の取扱いについては，感染状況等を踏まえて実習先との協議により実施部局が決定するものとする。

本活動指針の運用について
（１）レベルの適用にあたっては，内閣官房「新型コロナウイルス感染症対策」の「都道府県のレベル判断に係る指標及び目安」の各団体が判断した現在のレベルに基づき，

学長が学内及び富山県内の感染状況等を考慮して総合的に判断する。

（２）レベルの適用にあたっては，レベルが上がる場合は速やかに適用することとし，レベルが下がる場合は慎重に判断し適用する（概ね１週間程度の状況確認）こととする。
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・最小限の研究活動の継続
・原則在宅での研究活動
・継続中の実験・研究資源の維持
などのため必要な教員以外は入構
自粛
・50人以上が集まるセミナー等に
ついては自粛

感染防止措置の上
・講義・演習の対面授業の停止
（遠隔授業のみ）
・実験・実習・実技の実施
（人数を限定の上）

　　　新型コロナウイルス感染拡大防止のための富山大学（杉谷キャンパス）の活動指針（令和４年１０月１０日～）

全　面　活　動　停　止（学生は学則第５０条第３項による休業）（大学機能維持のために必要な職員のみ出勤。その他は休日。）

・感染防止に留意して実験・実
習・実技のための入構可。ただ
し，大学滞在は最短時間とする。

会　　　議

・全面活動停止。ただし，特段の
事情がある場合は申請の上，活動
を一部許可。

通 常

感染防止措置の上
・テレビ会議等
・陪席者は最小限

・在宅勤務可
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